
 

第２部 計画の実現に向けた取組み 

環境意識・行動の定着 基本目標・施策 

第５章  環境意識・行動 

第１節 

当事者意識の醸成 個別目標・施策 

取組みの柱① 幅広い世代が環境行動を実践する機会を創出します 

取組みの柱② 環境への意識と行動を高める情報発信に取り組みます 

第２節 

環境行動の定着 個別目標・施策 

取組みの柱① 環境行動の担い手を育成していきます 

取組みの柱② 多様な主体が連携し環境行動の輪を広げます 

サステナプラザながさき 

イメージキャラクター 

「サステなっちゃん」 

P54～P57 

P58～P60 
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現状・課題 

○今日の多種多様な環境問題の多くは、私たちの日常生活や事業活動に伴う環境負荷が

大きな影響を及ぼしています。私たちは、このことを認識し、身近にできる環境行動を

継続して実践し、１人ひとりが自ら環境問題に取り組んでいかなければなりません。 

○そのためには、子どもから大人までのあらゆる世代において、人と環境との関わりに

ついて学ぶ場と機会の創出が必要となります。特に、小さい頃からの自然体験は環境に

対する意欲や関心を高めるものと考えています。 

○市役所では、小中学生・高校生の親子を対象とした「親子環境教室」を開催し、長崎市

を流れる美しい川や豊かな緑にすむ多様な生き物を観察することで、生き物の生態やす

んでいる自然環境について学んでいます。 

〇小中学生の親子を対象とした「省エネ実験・施設見学会」を開催し、省エネ実験やごみ

処理施設の見学を通して、家庭においても環境行動への意識を高め、率先して環境行動

を実践するきっかけにつながっています。 

○小中学校においては、環境マネジメントシステム※1 の仕組みを取り入れた「ながさき

エコスクール」として市内全校が認定され、教科書などで学習した環境保全行動や省エ

ネ行動を実践しています。 

○また、持続可能な地域づくりを担う人材を育成するため、「サステナプラザながさき（長

崎市地球温暖化防止活動センター）」を中心とした市民環境行動の推進と小中学生を対象

とした「環境 ESD※2 講座」による環境教育に取り組んでいます。 

〇サステナプラザながさきと連携した地

球温暖化防止活動推進員※3 による出前講

座など、地球温暖化対策について市民の理

解を深める活動に取り組んでいます。 

○今後、市民総参加による環境保全の取

組みを実践していくためには、市民１人

ひとりが当事者意識を持つことが必要

となります。環境行動は、学校、家庭、

地域、職場などのあらゆる場において取

り組むものであるため、様々な場面に応

じた環境教育・学習の仕組みづくりや、

これをけん引する人材の育成が必要と

なっています。 

第１節 

当事者意識の醸成 個別目標・施策 

※1環境マネジメン

トシステム： 

組織や事業者が、

その運営や経営の

中で自主的に環境

保全に関する取組

をすすめるにあた

り、環境に関する

方針や目標を自ら

設定し、これらの

達成に向けて取り

組んでいくための

体制・手続き等の

仕組みのこと。 

 

 
※2ESD： 

ESD とは

Education for 

Sustainable 

Development の

略で「持続可能な

開発のための教

育」の和訳。 

(詳しくは P56) 

 

 
※3地球温暖化防止

活動推進員： 

地域における地球

温暖化の現状や地

球温暖化対策に関

する知識の普及、

地球温暖化対策の

推進を図るための

活動を行う市民の

環境活動のリーダ

ー。 

 

 

 

 

 

■あなたは環境をよくするための取組みをだれが中心となっ

て行うべきだと思いますか？（長崎市第三次環境基本計画策

定に係る市民意識調査アンケート、令和元年度） 

長崎市・事業者・

市民の３者, 

58.0%長崎市と市民,

16.0%

長崎市, 

8.2%

無回答, 

6.6%

長崎市と事業者, 4.5%

その他, 

6.7％

 小中学校での環境保全行動や省エネ行動の実践がすすんでいる 

 市民一人ひとりが当事者意識を持つことが必要 

       様々な場面に応じた環境教育・学習の仕組みづくりやけん引する人材の

育成が必要 

       高校生や大学生、社会人などが興味を持つような取組みが必要 

第２部 第５章 第１節 当事者意識の醸成 

-54-



  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「ながさきサステナプロジェクト」とは？ 
市役所では、市民の自発的かつ継続的な環境行動を促進するため、持続可能な地域づくりを担う人材を育成す

ることを目的として、平成 28 年度から『ながさきサステナプロジェクト』と称して、「サステナプラザながさ

き」と「ながさきサステナスクール」に取り組んでいます。 

 

「サステナプラザながさき」は、環境について気軽に学

び、情報収集をすることができる施設です。 

身近な暮らしの中でできる簡単な省エネのコツやエコ

クッキングなどを学べる講座も定期的に開催しています。

Wi-Fi 設備等もありますので、ぜひお気軽にお越しくださ

い。（場所：長崎市桜町 1-12 旧長崎市職員会館 1 階） 

市役所では市内小中学校に向けて「環境団体との連携

による ESD 講座」を行っており、環境団体を講師とし

た環境講座を行っています。 

 川の生きもの調べなど、児童・生徒が実際に体験しな

がら環境について学ぶことで、より深く学ぶことができ

るような講座となっています。 

～サステナプラザながさき～ 

～環境 ESD 講座～ 

■親子環境教室の様子                  ■親子で省エネ実験・施設見学会の様子 

■ペンギン水族館（田植えボランティア）の様子      ■体験の森（親子キャンプ）の様子 

第２部 第５章 第１節 当事者意識の醸成 
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取組みの柱① 幅広い世代が環境行動を実践する機会を創出します 

 市民・団体の取組み 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
事業者の取組み 
 
 
市役所の取組み 
 
 
 
 

当事者意識の醸成 個別目標・施策 

取組みの柱① 幅広い世代が環境行動を実践する機会を創出します 

取組みの柱② 環境への意識と行動を高める情報発信に取り組みます 

・環境に関する講座やイベントを開催・参加します 

 

 

 

・環境に関する講座やイベントを開催します 

・サステナプラザながさきと連携して、環境に関する情報をわかりやすく発信します 

・環境教育・学習のカリキュラムの充実を図ります 

・親子環境教室など体験型環境学習の充実を図ります 

「ESD」とは？ 

ESD とは平成 14 年の「持続可能な開発に関する世

界首脳会議」で国が提唱した考え方であり、Education 

for Sustainable Development の略で「持続可能な開

発のための教育」と訳されています。 

 今、世界には気候変動、生物多様性の喪失、資源の枯

渇、貧困の拡大等人類の開発活動に起因する様々な問題

があります。ESD とは、これらの現代社会の問題を自

らの問題として主体的に捉え、人類が将来の世代にわた

り恵み豊かな生活を確保できるよう、身近なところから

取り組むことで、持続可能な社会を実現していくことを

目指して行う学習・教育活動です。 

 

■ESD は SDGs17 の全ての目標実現の鍵 

(出典：文部科学省) 

第２部 第５章 第１節 当事者意識の醸成 
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取組みの柱② 環境への意識と行動を高める情報発信に取り組みます 

市民・団体の取組み 
 
 
 
 
 
 
 
事業者の取組み 
 
 
 
市役所の取組み 

第２部 第５章 第１節 当事者意識の醸成 
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・環境に関する講座やイベントを開催・参加します 

・自社の環境への取組みを外部へ積極的に発信します 
 
 

 

・環境に関する講座やイベントを開催します 

・サステナプラザながさきと連携して、環境に関する情報をわかりやすく発信します 

成果指標 

〇環境活動に参加した市民の割合        〇環境学習等への参加者数 

(令和 6 年度)    (令和 12 年度) 

50.5 
% 

 

38.5 
％ 

(令和 6 年度)    (令和 12 年度) 

14,839 
人 

 

11,539 
人 
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第２節 

環境行動の定着 個別目標・施策 

現状・課題 

○私たちが環境にやさしいライフスタイルへの転換を図るためには、市民一人ひとりが環

境について関心を持ち、理解を深め、自ら環境に配慮した行動を継続することが重要です。 

○平成 22 年には、多様な活動団体が学び支え合う仕組みである市民ネットワーク「ながさ

きエコネット」を市民、団体、市役所の共同で設立し、市民一人ひとりの環境行動実践につ

なげる取組みを行ってきました。 

○また、「アダプトプログラム」制度を導入し、市民や事業者と市役所との協働による、環

境美化活動にも取り組んでいます。平成 28 年には、「サステナプラザながさき（長崎市地

球温暖化防止活動センター）」を開設し、環境行動の推進役として市民の身近な環境行動を

促進する取組みをすすめています。 

○これらの取組みも、活動団体の高齢化などがすすんでおり、今一度一人ひとりの取組みの

定着が求められています。 

○そのためには、幅広い世代を対象とした SNS などを活用し、生活スタイルなどターゲッ

トに応じた効果的な情報を発信することで行動を起こす新たな層の掘り起こしにつながる

取組みをすすめていく必要があります。 

○環境に触れる機会が増えることにより、各主体の環境行動の底上げにつなげ、日常生活の

中で自然にエコなライフスタイルが定着していることを目指します。 

■リーフレット「デコ活」のすすめ（出典：環境省） 

 「アダプトプログラム」制度、「サステナプラザながさき」との連携、ゼ

ロカーボンポータルサイトでの啓発などにより、市民の身近な環境行動

を促進する取組みをすすめている 

 多様な世代への周知が必要 

       日常生活の中で自然にエコなライフスタイルが定着することが必要 

第２部 第５章 第２節 環境⾏動の定着 

 重点化 
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取組みの柱① 環境行動の担い手を育成していきます 

市民・団体の取組み 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
事業者の取組み 
 

 

市役所の取組み 

環境行動の定着 個別目標・施策 

取組みの柱① 環境行動の担い手を育成していきます 

取組みの柱② 多様な主体が連携し環境行動の輪を広げます 

・職場研修などで環境保全活動について理解を深めます 

・環境に関する講座やイベントを開催・参加します 

 

 

・環境に関する講座やイベントを開催します 

・サステナプラザながさきと連携して、環境に関する情報をわかりやすく発信します 

・環境教育・学習のカリキュラムの充実を図ります 

・親子環境教室など体験型環境学習の充実を図ります 

・多様な主体と連携して、環境学習の機会を提供します 

・多様な主体と連携し、専門知識を有する人材が地域で活躍できる場を広げます 

 

第２部 第５章 第２節 環境⾏動の定着 
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取組みの柱② 多様な主体が連携し環境行動の輪を広げます 

 

成果指標 

〇環境保全団体メンバー数 

(令和 2 年度)    (令和 12 年度) 

64,300 
人 

 

59,283 
人 

第２部 第５章 第２節 環境⾏動の定着 
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市民・団体の取組み 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
事業者の取組み 
 
 
 
 
 
市役所の取組み 
 

・環境認証規格の取得（ISO14001 やエコアクション 21）など、環境に配慮して事

業をすすめます 

・自社の環境への取組みを外部へ積極的に発信します 

・環境に関する講座やイベントを開催・参加します 

・植樹・緑化の取組みを実施します 

 
 
 
・環境に関する講座やイベントを開催します 

・児童や生徒が環境について学んだことについて広く発信します 

・サステナプラザながさきと連携して、環境に関する情報をわかりやすく発信します 

・サステナプラザながさきと連携して、環境に関する人材ネットワークを拡げます 

・公園や公共施設の緑化をすすめます 
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